
２０１１年３月１１日に発生した東北地方太平洋
沖地震では，巨大な津波が，多くの尊い命を奪
った（東日本大震災）。地震の直後に“想定外”
と言われたが，歴史を紐解くと，平安時代の
８６９（貞観１１）年にも同じような地震（貞観地
震）が起きている。
菅原道真が中心になって編纂した『日本三代

実録』には，５月２６日（旧暦）の地震で多賀
城（現・宮城県）の建物が倒れ，城下に押し寄
せた津波によって，およそ千人が溺死したと書
かれている。そして，東北大学や産業技術総合
研究所の地質調査で確認された津波堆積物は，
東日本大震災に匹敵する規模だった。

過去の地震を知る

過去の地震を知る方法として，すぐに思い浮
かぶのが文字記録である。日本では，過去千数
百年間におよぶ文献史料があり，地震に関する
記述の研究が，１８９１年の濃尾地震以後，現在
まで続けられている。
一方では，地形や地層に残された活断層や津

波堆積物に関する研究も進んでいる。そして，

１９８８年に誕生したのが，考古学の遺跡で見つ
かった地震痕跡から地震の歴史や地盤災害の詳
細を知る「地震考古学」である。
遺跡には，建物跡などの「遺構」や，土器な

どの「遺物」が埋積され，それらの年代がよく
わかっている。発掘調査で地震痕跡が見つかっ
た場合，遺構・遺物との前後関係から地震の年
代を絞り込むことができる。そして，文字記録
と対応する場合には，地震の年月日や時刻まで
わかる。
最も多く見つかるのが，地盤が軟弱で地下水

位の高い低地で発生する「液状化現象」の痕跡
である。地面が激しく揺れると，地下の柔らか
い砂層が収縮して，砂粒の間のすき間が小さく
なる。すき間を満たしていた地下水が圧迫され
て水圧を高め，砂層が液体のように振る舞うの
が液状化現象である。多くの場合，上を覆う地
層を引き裂いて，砂を含んだ地下水が地面に流
れ出すが，この砂を「噴砂」という（写真１）。
そして，噴砂が上昇した時の割れ目（砂脈）が，
遺跡の地層に残されている（写真２・３）。
砂脈が引き裂いた地層は「地震の前」，砂脈

を被う地層は「地震の後」なので，両方の地層
に埋蔵された遺構・遺物から，地震の年代を絞
り込むことができる。
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９世紀と現在

日本列島はいつの時代にも地震に見舞われて
いるが，東北地方の太平洋沿岸に巨大な津波が
押し寄せた８６９年前後の地震活動を，文献や活
断層の調査結果，さらに，地震考古学の成果を
もとにして復元した（図１）。
しばらく静穏な状態が続いた後，８１８（弘仁

９）年に関東北部が激しく揺れた。８３０（天長七）
年に秋田県南西部，８５０（嘉祥３）年に山形県
北西部で大地震，後者では，出羽国府（現・酒
田市内）の近くまで海水が押し寄せた。この間
の８４１（承和８）年に長野県と伊豆半島で大地
震があり，前者は糸魚川―静岡構造線断層帯か
長野盆地西縁断層帯，後者は北伊豆断層帯の活
動による。次いで，８６３（貞観５）年には、新
潟県の日本海沿岸で大きな地震が起きた。ちな
みに，断層帯とは，活断層のグループである。
このように，東日本の各地が半世紀にわたっ

て揺れ続けた後，太平洋海底のプレート境界か
ら，８６９年の「貞観地震」が発生したのである。
少し遅れて，西日本の大地も騒がしくなる。

８２７（天長４）年に京都付近で地震があり，８６８
（貞観１０）年には兵庫県の山崎断層帯が活動し

写真１ 兵庫県南部地震の噴砂
写真１～３はすべて寒川撮影

写真２ 砂脈から地震の年代を知る
砂脈が引き裂く地層には中世の遺物だけで近世の遺物
は皆無，砂脈を覆う地層には近世の遺物が多く含まれ
る。文献との対比から１５９６年伏見地震の液状化跡と
わかった。
（京都府埋蔵文化財調査研究センターによる木津川河
床遺跡）

写真３ 液状化した砂層と砂脈
砂層で液状化現象が発生して噴砂が上昇している。
（大阪府の門真市・守口市教育委員会による西三荘・
八雲東遺跡：１５９６年伏見地震）

図１ 九世紀の大地震（文献１に加筆）
地震の年を西暦で示し，推定される震源域をアミで示
した。▲はこの時期に噴火した火山で，C鳥海山，Ｆ
富士山，Ｋ開聞岳。
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た。８８０（元慶４）年には出雲で大地震があ
り，８８７（仁和３）年に南海トラフ全体から巨
大地震が発生した。直前の８７８（元慶２）年に
は，相模湾周辺が激しく揺れて，現在の首都圏
にあたる地域が大きな被害を受けた。
日本の長い歴史の中で，九世紀の地震活動と

最も似ているのは，私たちが暮らしている現代
である。
２０世紀の中頃，東京オリンピックが開催さ
れた１９６４年に新潟地震が発生した。秋田・岩
手・新潟・長野県や伊豆半島など，東日本で地
震が続いて，２０１１年の東日本大震災に至っ
た。少し遅れて西日本でも，１９９５年の兵庫県
南部地震（阪神・淡路大震災）以降，石川・鳥
取・福岡県などが激しく揺れている。
この後，仮に，９世紀と同じ道筋を歩むのな

ら，やがて，「首都直下地震」や南海トラフの
巨大地震に見舞われることになる。

南海トラフの巨大地震

駿河湾から四国沖にかけてのびる太平洋海底
の凹地（南海トラフ）では，海と陸のプレート
境界から巨大地震が発生し続けている。トラフ
を西からＡ～Ｅと区分して，文字記録からわか
る東海地震と南海地震の発生年を書き入れた
（図２）。最も古いのは『日本書紀』に書かれた
６８４（天武１３）年の南海地震である。
この図では，江戸時代より前には地震が少な

い。これは当然なことで，中世までは文献史料
が少なく，地震が起きても記録が残っていない
ことがある。
１４９８（明応７）年に東海地震の記録があるが，
この頃の南海地震を示す史料はない。逆に，『日
本書紀』に書かれているのは南海地震だけであ
る。そして，南海トラフの片方だけで地震が起
きたのか，あるいは，両方で起きたのに，もう
一方の記録が欠けているのかが不明だった。
このような文字記録の空白を埋める資料が，

遺跡の発掘調査中に顔を出した。四国南西端に
ある高知県四万十市のアゾノ遺跡では，厚さ

図２ 南海トラフの巨大地震年表（文献３に加筆）
上図で地震痕跡が見つかった遺跡の位置を●で示し，
下図では地震跡の年代幅を縦線で示した。
１アゾノ ２船戸 ３宮ノ前 ４神宅 ５古城 ６中島
田 ７黒谷川宮ノ前 ８黒谷川郡頭 ９志筑廃寺 １０
下内膳 １１石津太神社 １２下田 １３池島・福万寺
１４瓜生堂 １５志紀 １６川辺 １７カヅマヤマ古墳 １８
酒船石 １９平城京大極殿回廊跡 ２０赤土山古墳 ２１
川関 ２２東畑廃寺 ２３尾張国府跡 ２４門間沼 ２５地
蔵越 ２６田所 ２７御殿二之宮 ２８袋井宿 ２９元島
３０坂尻 ３１鶴松 ３２上土 ３３川合（１～３３は
遺跡名）．

図３ アゾノ遺跡の液状化跡（文献２に加筆）
斜線は１１世紀から１５世紀の末までの地層で，地震の
直後に人々は移転した。ドットは砂を示しており，図
の最下部にある砂層が液状化した。
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１．８mの地層を引き裂いて，１５世紀の末頃の
地面に流れ出した噴砂の痕跡が見つかった。こ
の地域では，１１世紀から人々が住み始めた
が，この地震の直後に移転して，以後は生活の
痕跡がない（図３）。徳島県の宮ノ前遺跡，大
阪府の瓜生堂遺跡でも同じ頃の液状化跡が見つ
かっており，１４９８年の東海地震に対応する南
海地震の存在がわかった。
浜名湖の東に位置する静岡県袋井市の坂尻遺

跡でも，明瞭な液状化跡が見つかった。多くの
砂脈が７世紀中頃の住居跡を引き裂いており，
地震で廃絶したことを物語る。８世紀初めにな
ると，同じ場所に新しい建物が建設されるが，
出土遺物から郡衙とわかる。この年代の液状化
跡が静岡市の川合遺跡，愛知県一宮市の田所遺
跡でも見つかり，６８４年の南海地震と同じ頃に
東海地震が発生したと考えられる。
遡って，４世紀終わりの古墳時代前期から中

期に移行する年代。３世紀前半で卑弥呼が統治
した時代の終わり頃。さらに，弥生地震後期中
頃（１～２世紀）と中期中頃（紀元前１世紀）
に，南海トラフから発生した巨大地震による地
震痕跡が見つかっている。
文字記録と遺跡の地震痕跡を図に示すと，

Ａ・Ｂからの南海地震とＣ～Ｅの東海地震（細
分すると東海・東南海地震）は，同時，あるい
は，連続して発生している。その規模は毎回異
なるが，２００年以内の間隔を保っているようで
ある。

首都直下地震

南海トラフの東の延長で，伊豆半島を隔てた
位置にある相模湾。８７８年の地震は，この湾（相
模トラフ）のプレート境界から発生したと考え
られている。
相模トラフの巨大地震，活断層からの地震，

深く潜り込んだプレートの内部の地震など，関
東地域南部に被害を与える地震が「首都直下地
震」である。
最近の歴史を見ると，南海トラフの巨大地震

の前後に，首都直下地震が起きている（図４）。
１７０３（元禄１６）年に相模トラフで元禄関東地
震，１７０７（宝永７）年には南海トラフ全体から
宝永地震（Ｍ８・６程度）が発生し，その４９日
後に富士山の宝永火口から噴煙が昇った。１８５４
（嘉永７・安政元）年１２月２３日には，南海ト
ラフの東半分から安政東海地震（Ｍ８・４），翌
日に西半分から安政南海地震（Ｍ８・４）が発生
した。翌１８５５（安政２）年には，深く潜り込ん
だプレート内部からの安政江戸地震で約一万人
が圧死した。１９２３（大正１２）年には相模トラ
フで大正関東地震（Ｍ７・９：関東大震災），そ
して，南海トラフから１９４４年の東南海地震（Ｍ
７・９）と１９４６年の昭和南海地震（Ｍ８・０）が
起きた。
将来，南海トラフからの巨大地震と首都直下

地震が連続し，大阪と名古屋が同時，その前後
に東京が地震の被害を受けることも考えられる
のである。
一方では，２０１１年の東北地方太平洋沖地震

の影響で，しばらくの間，大きな地震が続く。

図４ 南海トラフの巨大地震と首都直下地震（文献２
より）

縦軸は西暦年，横軸は南海トラフと相模トラフに沿う
位置関係で，横実線の長さは破壊された範囲の大き
さ，星印は破壊が始まった地点。●の１９９５は兵庫県
南部地震，１８５５は安政江戸地震，それ以外はプレー
ト境界の地震で，発生年・年号の大きさは地震の規模
を示す。
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フィリピン海プレートだけでなく，太平洋プ
レートの影響も受けている関東地域は，このタ
イプの地震の可能性もある。

地震と被害

岩盤の破壊によって，大きな地震が同じ場所
から繰り返し発生する。地震の被害もまた繰り
返されるが，時代によって様相が大きく異な
る。つまり，それぞれの時代の，暮らし方と生
活の空間が，被害の性質と規模を決めるのであ
る。
現在の首都「東京」の場合，近世より前は，

江戸城の東で有楽町から新橋までは砂州（江戸
前島），日比谷や丸の内の付近は細長い入江（日
比谷入江）だった。江戸時代になって，海域が
埋め立てられて巨大な町並が生まれたが，激し
く揺れるたびに，かつて海や河川や湖沼だった
地域が甚大な被害を受けている。
濃尾平野の場合，戦国時代末期には，輪中の

長島城が中心地だった。１５８６年の内陸地震（天
正地震）で，この城が壊滅したため，城主の織
田信雄は清洲城を整備して地域の拠点とした。
江戸時代になると，清洲の南側の台地に名古屋
の城下町が建設されて，大がかりな移転が実施
された。この「清洲越し」は低地から地盤が良
好な高台への移転だったため，１７０７年以降の
巨大地震でも，名古屋城下町の中心での被害は
軽微だった（図５）。
大阪平野は，縄文時代には海が広がってお

り，その中に南北に細長い陸地（上町台地）が
のびていた。その後，海域は縮小したが，地盤
の良い上町台地に四天王寺や大坂城が築かれて
地域の中心となり，１５９６年に京阪神・淡路地
域を襲った伏見地震でも，この台地の被害は軽
微だった。江戸時代になると，上町台地の西に
ある海岸が埋め立てられ，道頓堀などの水路が
掘られ，「水都」として大発展する。この結果，
宝永地震や安政南海地震では，地震の揺れと，
水路をさかのぼった津波で，新しい市街地が甚
大な被害を蒙った。

繰り返す地震，その一方で，時代とともに変
貌する被害。私たちの生活を快適にする文明の
産物が，地震の瞬間に牙をむき，私たちに襲い
かかることもある。逆に，科学技術の進歩が地
震の被害を軽減する一面もある。過去の地震を
よく知り，私たちの暮らしに合わせた地震対策
が必要である。
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図５ 宝永地震の頃の名古屋城下町（文献３に加筆）
元文３（１７３９）年名古屋図から作成。太い実線で囲ん
だ範囲は周囲より高くて地盤が良好。
１：武家屋敷２：寺院や神社３：町屋４：水路。
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